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伊方発電所第１、２号機 消火ポンプ出口配管からの漏えい他 

３件に係る報告書の提出について 

 

 

 平成 17 年８月に発生しました伊方発電所第１、２号機 消火ポンプ出口配管

からの漏えい他２件、および、平成 17 年７月 10 日に発生しました伊方発電所

第１号機 ほう酸回収装置補助蒸気配管からの漏えいにつきまして、その後の調

査結果がまとまりましたので、安全協定第 11 条第２項に基づき、別添のとおり

報告いたします。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導

賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

以 上 
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海水淡水化装置からの水漏れについて 
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１．件 名 

   伊方発電所第１，２号機 海水淡水化装置からの水漏れについて 

 

２．事象発生の日時 

   平成１７年 ８月２５日 １０時００分頃（確認） 

 

３．事象発生の設備 

   海水淡水化装置Ｂ号機 

 

４．事象発生時の運転状況 

   通常運転中（１号機：電気出力５６３ＭＷ，２号機：電気出力５６０ＭＷ） 
 

５．事象発生の状況  

伊方発電所第１，２号機は、通常運転中のところ、８月２５日１０時００分頃、

海水淡水化装置Ｂ号機の蒸発器より僅かな蒸気が漏れていることを保修員が確 

認したため、海水淡水化装置Ｂ号機を停止した。 

   点検の結果、蒸発器（第２段）胴上部に腐食による貫通穴が１箇所確認され 

たため、当て板による溶接補修を行い、その後、運転状態を確認し、９月５日 

９時３０分漏えいのないことを確認し、通常状態に復旧した。            

   なお、本事象によるプラントの運転への影響および周辺環境への放射能の影 

響はなかった。                    （添付資料－１） 

 

６．事象の時系列 

  ８月２５日 

   １０時００分頃 保修員が海水淡水化装置Ｂ号機蒸発器より蒸気漏れを確認 

１３時２５分頃 蒸発器（第２段）胴上部に僅かな穴が空いていることを確 

認 

  ９月１日 

   １５時３０分頃 蒸発器の点検および貫通穴部の補修作業完了 

 

９月２日 

   １０時００分頃 海水淡水化装置Ｂ号機試運転開始 

 

  ９月５日 

    ９時３０分  海水淡水化装置Ｂ号機の漏えいのないことを確認し、通常 

状態に復旧 
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７．調査結果 

当該蒸発器に貫通穴を生じた原因について以下の調査を実施した。 

 

（１）貫通穴部およびその周辺の状況 

蒸発器（第２段）胴上部に外面腐食（寸法：約４０ｍｍ×約９０ｍｍ）が 

発生していた。腐食部を手入れした結果、貫通穴（約３０ｍｍ×約９０ｍｍ）

１箇所を確認した。   

腐食による貫通穴部周辺の肉厚測定を実施した結果、必要肉厚７ｍｍより 

少ない箇所が認められた。              （添付資料－２） 

 

（２）蒸発器胴の状況 

    貫通穴を生じた蒸発器の第２段およびその周辺の第１，３，４段胴の外面  

点検を行った結果、当該部を除いて外面には腐食は見られなかった。一方、  

貫通穴付近も含め、蒸発器の第２段について内部から当該部の目視点検をし 

た結果、ほぼ全面に発錆が認められた。 

また、第１～４段胴の漏えい箇所と同じ部分について肉厚測定を行った結 

果、貫通穴周辺を除き、大きな減肉は生じていなかった。 

 

（３）前回定期点検の点検状況 

    蒸発器の点検は、マンホール開放、外観目視点検、手入れ、清掃を実施し   

ていたが、当該部の胴の肉厚測定は実施していなかった。 

 

８．推定原因 

   蒸発器（第２段）海水入口は、運転中１００℃以上の高温の海水がループシ 

ール管から真上に流入するため、沸騰により発生した海水の微粒子が気水分離 

器を通り抜けて当該部に付着することにより、腐食環境にあることが考えられ、 

約３０年間の長期使用により当該部胴板の腐食が徐々に進展し貫通に至ったも 

のと推定される。 

 

９．対策 

（１）貫通穴部を外面より当て板（炭素鋼）溶接補修を実施した。 

（添付資料－３） 

 

（２）海水淡水化装置Ａ号機についても、胴板外面点検および当該部周辺の肉厚測 

定を実施した結果、Ｂ号機と同様の腐食による貫通穴が認められたため、同様 

に補修を実施した。 

  なお、１，２号機海水淡水化装置については、今年度中に耐食性に優れたも 

のに取り替える。 

 

                                以  上 
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添付資料－１  伊方発電所１，２号機 海水淡水化装置概要図 

  

添付資料－２  海水淡水化装置Ｂ号機 第２段蒸発器漏えい箇所および肉厚計測結果 

 

添付資料－３  海水淡水化装置Ｂ号機 第２段蒸発器当て板溶接補修状況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

伊方発電所第１、２号機 海水淡水化装置概要図
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添付資料－１



添付資料－２　

胴体板厚 ： １２ｍｍ　，　必要厚さ ： ７ｍｍ 仕切板 （単位 ： ｍｍ）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

ｚ 11.8 11.7 11.7 11.7 11.7 11.8 11.7 11.7 11.7 11.8 11.7 11.8

ｙ 11.3 11.3 11.2 10.9 11.4 11.3 10.2 10.1 9.4 9.1 8.5 9.6 10.7 － 10.9

ｘ 11.4 11.2 11.4 11.2 11.1 11.2 9.5 9.4 9.1 8.4 7.6 8.6 － － －

ｗ 11.2 11.2 11.4 11.3 11.1 11.0 10.4 9.3 8.5 6.8 6.8 8.8 11.5 － 11.2

ｖ 11.2 11.4 11.2 11.0 11.4 11.5 10.6 10.4 8.5 6.8 6.2 8.0 － － －

ｕ 11.5 11.4 11.3 11.3 11.5 11.1 10.8 10.8 9.2 7.0 5.6 7.4 10.8 － 11.2

ｔ 11.5 11.3 11.1 11.2 11.2 11.2 10.7 10.2 9.3 6.2 5.6 6.7 － － －

ｓ 11.7 12.0 11.8 11.6 11.6 11.5 10.8 10.5 8.8 5.9 4.2 6.7 11.0 － 11.2

ｒ 11.7 11.7 11.7 11.5 11.4 10.7 10.7 9.8 7.0 4.6 4.8 7.1 － － －

ｑ 11.7 11.7 11.6 11.7 11.6 11.0 10.8 8.9 6.5 4.4 4.0 6.5 10.6 － 11.6

ｐ 11.8 11.8 11.7 11.8 11.6 11.0 10.0 9.0 6.3 3.9 3.3 5.2 － － －

ｏ 11.6 11.6 11.6 11.7 11.3 10.9 10.3 8.4 5.5 3.8 2.7 5.7 10.6 － 10.9

ｎ 11.7 11.6 11.6 11.6 11.4 10.4 8.7 7.5 4.7 3.2 2.3 4.0 － － －

ｍ 11.5 11.4 11.5 11.5 11.2 10.0 9.0 7.6 4.9 2.0 2.8 4.0 11.0 － 10.7 － 10.9 － 11.0 － 10.9

ｌ 11.5 11.4 11.4 11.0 11.0 9.6 7.6 7.3 6.1 2.0 2.8 4.1 － － － － － － － － －

ｋ 11.4 11.4 11.4 11.1 11.0 8.5 7.6 7.9 6.1 1.2 2.9 5.1 10.3 － 11.2 － 11.1 － 11.1 － 11.0

ｊ 11.5 11.4 11.2 11.4 11.2 9.6 7.6 7.1 5.3 1.8 1.8 3.9 － － － － － － － － －

ｉ 11.4 11.4 11.4 11.5 11.5 9.5 8.2 6.8 5.6 1.8 2.0 4.2 9.6 － 10.8 － 11.1 － 10.4 － 11.0

ｈ 11.4 11.5 11.2 11.1 11.1 8.9 8.7 7.4 4.9 1.7 1.8 4.3 － － － － － － － － －

ｇ 11.5 11.3 11.2 11.1 11.1 8.9 7.7 7.0 3.8 1.5 × 5.4 9.5 － 10.6 － 10.9 － 10.9 － 11.0

ｆ 11.2 11.3 11.3 10.4 10.6 8.2 7.7 6.5 2.8 × × 6.0 － － － － － － － － －

ｅ 11.4 11.3 11.0 10.8 10.7 6.7 5.2 4.6 1.8 × × 6.5 9.4 － 10.7 － 10.7 － 10.5 － 12.0

ｄ 10.7 10.1 9.7 10.1 10.4 6.8 4.9 2.7 1.5 × × 6.1 － － － － － － － － －

ｃ 10.9 11.0 11.8 10.4 10.6 8.3 8.2 5.7 5.2 4.7 6.7 10.2 8.7 － 9.6 － 9.4 － 11.0 － 11.4

ｂ － － － － － － － - － － － － － － － － － － － － －

ａ 11.9 11.6 11.7 11.2 11.2 11.3 11.4 11.3 11.7 11.7 11.3 11.5 11.4 － 10.8 － 11.5 － 10.7 － 12.2

海水淡水化装置Ｂ号機第２段蒸発器漏えい箇所および肉厚計測結果
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添付資料－３

当て板溶接補修後の状況

海水淡水化装置Ｂ号機第２段蒸発器当て板溶接補修状況図
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